
 

 

 

 

平 成 2 1 年 1 月 1 4 日 

                         第 三 管 区 海 上 保 安 本 部 

 

 

 

平成 20 年の第三管区内における 

海難発生状況等について（速報値） 

 

１．船舶事故について 
(1)船種別船舶事故隻数（資料〔1〕〔2〕参照） 

 

平成20年の船舶事故は338隻で、平成19年に比べ2隻減少 

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ・貨物船・漁船が10年連続ワースト３で、船舶事故の

約7割を占めている。（ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄは過去10年連続最多） 

平成20年のﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄの船舶事故が132隻で、平成19年に比べ20隻

減少 

 

 

船 種 平成 19 年（隻） 平成 20 年（隻） 増減（隻） 

ﾌ ﾟ ﾚ ｼ ﾞ ｬ ｰ ﾎ ﾞ ｰ ﾄ 152 132 △20 

貨 物 船 67 72 5 

漁 船 45 45 0 

タ ン カ ー 22 22 0 

旅 客 船 13 11 △2 

遊 漁 船 12 11 △1 

そ の 他 29 45 16 

合 計 340 338 △2 

※プレジャーボート：スポーツ又はレクリエーションに用いられるモーターボート、 

ミニボートを含む 

※その他の一般船舶：作業船、曳船、押船、台船、はしけ、クレーン船等 

第第三三管管区区海海上上保保安安本本部部  3rd Regional Coast Guard Headquarters 
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(2)種類別船舶事故隻数（資料〔3〕参照） 

 

衝突・乗揚げ・機関故障が過去8年連続ワースト3で、船舶事故の約

6割を占めている。（衝突は過去10年連続最多） 

平成20年の衝突は122隻で、平成19年に比べ4隻減少、平成20年の乗

揚げは38隻で平成19年に比べ5隻減少 

 

 

種 類 平成 19 年（隻） 平成 20 年（隻） 増減（隻） 

衝 突 126 122 △4 

乗 揚 げ 43 38 △5 

機 関 故 障 43 43 0 

運 航 阻 害 34 21 △13 

転 覆 19 22 3 

浸 水 19 18 △1 

火 災 17 14 △3 

安 全 阻 害 12 19 7 

推 進 器 障 害 8 19 11 

舵 障 害 3 9 6 

爆 発 0 1 1 

そ の 他 16 12 △4 

合 計 340 338 △2 

※運航阻害：バッテリーの過放電、燃料欠乏、ろ・かい喪失、無人漂流 

※安全阻害：転覆に至らない船体傾斜、走錨、荒天難航 

※その他：有人漂流、船位喪失等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２．人身事故について（資料〔1〕〔5〕〔6〕参照） 

 
平成20年の人身事故者は449人で、平成19年に比べ72人減少 

（船舶事故によらない乗船者の事故者が22人減少、マリンレジャ－ 

に伴う海浜事故者が39人減少、マリンレジャーに伴わない海浜事故 

者が11人減少） 

 

事 故 区 分 平成 19 年 平成 20 年 増減 

船舶事故によらない乗船者の事故 169 147 △22 

マ リ ン レ ジ ャ ー に 伴 う 海 浜 事 故 206 167 △39 

マリンレジャーに伴わない海浜事故 146 135 △11 

合 計 521 449 △72 

※船舶海難によらない乗船者の事故：船舶事故以外の事由により発生した船舶の乗船者の事故 

※マリンレジャーに伴う海浜事故：海水浴、釣り、潮干狩、サーフィン、ボードセーリング、スキューバダ

イビング等の海洋における余暇活動に伴って発生した事故 

※マリンレジャーに伴わない海浜事故：余暇活動に伴うもの以外の海浜において発生した事故 

 

３．死亡・行方不明者数について  
(1)船舶事故による死亡・行方不明者数（資料〔4〕参照） 

 

平成20年の船舶事故による死亡・行方不明者数は11人で、平成19

年より7人増加 

平成20年の船舶事故による死亡・行方不明者11名全員が海中転落を

伴う死亡・行方不明者で、うち8名がライフジャケット非着用 

 

 

船 種 平成 19 年 平成 20 年 増減 

漁 船 1 7 6 

ﾌ ﾟ ﾚ ｼ ﾞ ｬ ｰ ﾎ ﾞ ｰ ﾄ 3 3 0 

そ の 他 0 1 1 

合 計 4 11 7 

※ 平成20年のその他の船種は「はしけ」 

 

 



 

 

(2)人身事故による死亡・行方不明者数（資料〔5〕〔6〕参照） 

 

平成20年の人身事故による死亡・行方不明者数は203人で、平成19

年より6人増加 

 

 

事 故 区 分 平成 19 年 平成 20 年 増減 

船舶事故によらない乗船者の事故 32 37 5 

マ リ ン レ ジ ャ ー に 伴 う 海 浜 事 故 63 61 △2 

マリンレジャーに伴わない海浜事故 102 105 3 

合 計 197 203 6 

 

４．ライフジャケットの着用状況について 

(1)船舶からの海中転落者のライフジャケット着用率 

 
平成20年の船舶からの海中転落者におけるライフジャケット着用

率は約62％で、平成19年と比べ約9ポイントの減少 

 

 

 平成 19 年 平成 20 年 増減 

海 中 転 落 者 数 122 103 △19 

うち ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ着用者数 87 64 △23 

着 用 率 約 71％ 約 62％ △9 ﾎﾟｲﾝﾄ 

※着用率={ライフジャケット着用者数／海中転落者数}×100(％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

(2)船舶からの海中転落者の 

ライフジャケット着用、非着用による死亡率 

 

平成20年の船舶からの海中転落者のうち、ライフジャケット着用者

の死亡率は約6％であるのに対し、非着用者の死亡率は約56％で着用

者の約９倍の死亡率 

 

 

 平成 19 年 平成 20 年 増減 

海 中 転 落 者 数 87 64 △23 

うち死者・行方不明者数 2 4 2 
ﾗ ｲ ﾌ ｼ ﾞ ｬ ｹ ｯ ﾄ 

着 用 
死 亡 率 約 2％ 約 6％ 4 ﾎﾟｲﾝﾄ 

海 中 転 落 者 数 35 39 4 

うち死者・行方不明者数 14 22 8 
ﾗ ｲ ﾌ ｼ ﾞ ｬ ｹ ｯ ﾄ 

非着用 
死 亡 率 約 40％ 約 56％ 16 ﾎﾟｲﾝﾄ 

※死亡率={死亡・行方不明者数／海中転落者数}×100(％) 

 

５．118番による通報状況 

 

平成20年の船舶事故・人身事故687件うち、171件(全体の約24％)が118

番による通報(第一報) 

 

 平成 19 年 平成 20 年 増減 

船 舶 ・ 人 身 事 故 件 数 727 687 △40 

うち 118 番による通報件数（第一報） 223 171 △52 

1 1 8 番 （ 第 一 報 ） 利 用 率 約 30％ 約 24％ △6 ﾎﾟｲﾝﾄ 

※118番(第一報)利用率={118番による通報件数(第一報)／船舶・人身事故件数}×100(％) 



資 料

〔1〕船舶事故及び人身事故の推移
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〔2〕　船種別船舶事故の推移
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〔3〕　種類別船舶事故の推移
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〔4〕　船舶事故による船種別死亡・行方不明者数の推移
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 〔5〕人身事故の発生状況

 〔6〕マリンレジャーに伴う海浜事故詳細

H19 H20 H19 H20 H19 H20 H19 H20 H19 H20 H19 H20 H19 H20
3 1 1 45 32 22 20 1 72 53 △19

0 0 0 28 27 0 0 0 28 27 △1

4 1 5 3 13 3 15 4 40 8 △32

1 1 0 3 8 3 0 0 12 4 △8

25 32 1 1 2 2 12 1 30 46 16

13 14 0 1 2 0 0 0 14 16 2

4 6 1 2 7 19 19 26 32 6

0 0 0 1 5 0 1 1 6 5

1 2 4 2 1 8 2 △6

0 1 0 0 0 1 0 △1

2 3 3 9 10 4 2 1 16 18 2

0 2 1 2 5 1 0 0 5 6 1

0 0

0 0

2 2 5 4 1 2 6 14 8 △6

1 0 0 0 1 2 0 2 2 0

31 35 18 13 9 3 73 56 72 59 3 1 206 167 △39

15 15 0 0 5 1 42 44 1 1 0 0 63 61 △2

上段：人身事故者数

下段：うち死亡・行方不明者数
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